東日本大震災の教訓 : 放送大学の対応と課題 : AAOU2012特別セッション「Crisis and risk management」報告書 by 放送大学学園AAOU2012事務局
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89 千人（2012 年度第 2 学期現在）が学んでいる。学生の属性は多様であり、年齢は 10
代～90 代と幅広い。また、会社員、教員、医療従事者、公務員など有職学生の割合は、
学部生が約 55％、大学院生が約 70％と高い。 
教材は、紙媒体の印刷教材に加えて、放送教材が制作され、テレビとラジオによっ
てオンエアされる。放送大学は自前の放送局と制作スタジオを持っている、世界でも






































































































 私は、この 3.11 の地震があってから今日まで、政府の諮問委員会のメンバーですので、かな
り短い時間ですが、いわゆる国レベルでの復興策の特徴について幾つか申し上げたいと思いま
す。 





































































































































































付けは、3 月 5 日に「三陸沿岸の宿命－津波


























































































































































奈良 由美子 氏（放送大学教授） 














































































 そのようなことがさまざま起こったことを踏まえて、放送大学が震災直後から、この 1 年













































いうことが、まず 1 点目の視点です。 




















































































































































































森 信洋 氏 
（放送大学大学院文化科学研究科） 































ドです。南相馬市は千葉市から約 250km の所で、車の運転で 4～5 時間半ぐらいの所に位置し
ています。 
 















２．2011 年 3 月 11 日からの経緯 
  
それでは、2011 年 3 月 11 日に時計の針を戻して、時系列で震災での対応をご説明させて
いただきます。 




































































































































































ースである Web-OPAC や CiNii、Science Direct
などのツールを利用して情報を取得する必要があ
ります。 






























 ここに収録されたのは、2012 年 10 月 16 日から 18 日にかけて幕張メッセで開催された、




























































































第 2 章 大学・学習センターの教育実績と地域貢献 
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2011年 4月 8日（金） 学習センターから 震災への対応について～宮城・岩手・福島～ 
2011年 5月 27日（金） 入学者の集い(福島ＳＣ) 震災学費免除について 
2011年 7月 15日（金） 面接授業「地震の科学」～静岡学習センター 
2011年 9月 23日（金） 東日本大震災から半年… 
2012年 3月 10日（土） 東日本大震災から１年 
 
「BS 開局記念番組」 1件 
2011年 10月 1日（土） 




2011年 5月 学人紹介～八戸 八戸で学ぶ学生の声 





「大学の窓」 4 件 
2012年 4月 15日（日） 放射線を学ぶ ～各地の面接授業を紹介～ 
2012年 5月 27日（日） 活躍する修了生 渡邉裕美さん(宮城:大崎市民病院勤務) 
2012年 8月 12日（日） 面接授業「活断層と内陸地震」～山梨 SC～ 











 表２は、2011 年度～2013 年度制作（2012 年～2014 年度開設）のなかで、震災関連の主題を
扱う特別講義を一覧にしたものである。全学的な奨励があった 2012 年度制作分についてはとく
に数が多く、テレビ 4 科目、ラジオ 2 科目となっている。単年度に制作できる特別講義の全体
枠はテレビ 6 科目・ラジオ 10 科目であることを考えると、放送大学が震災関連の特別講義の制





 放送大学では現在 300 科目以上の放送授業を開講している。ひとつの授業科目は放送教材（45
分番組×15 回）と印刷教材（全 15 章）により構成されている。放送授業は教育コンテンツの
要であり、教育の体系や学術の動向、学生ニーズ等を考慮しながら専任教員らによって企画提























































区分 大区分 中区分 科目名称 開設年度
メディア
区分 主任講師名














学部 総合科目 総合科目 国際ボランティアの世紀（’１４） 2014 TV 山田　恒夫　(放送大学教授)
大学院 大学院 臨床心理学 家族心理学特論（’１４） 2014 TV 亀口　憲治　(国際医療福祉大学大学院教授)
学部 専門科目 生活と福祉 公衆衛生（’１５） 2015 R 田城　孝雄　(放送大学教授)
大学院 大学院 臨床心理学 学校臨床心理学・地域援助特論（’１５） 2015 TV 倉光　修　(東京大学教授)
学部 基礎科目 基礎科目 技術者倫理（’１５） 2015 TV 札野　順　(金沢工業大学教授)
和田　章　(東京工業大学名誉教授)
目黒　公郎　(東京大学教授)
学部 総合科目 総合科目 エネルギーと社会（’１５） 2015 TV 迫田　章義　(東京大学教授)







学部 専門科目 社会と産業 日本政治外交史（’１３） 2013 TV
R
学部 共通科目 一般科目 日常生活のデジタルメディア（’１４） 2014 TV
大学院 大学院 社会経営科学
2014 TV
学部 専門科目 生活と福祉 リスク社会とライフデザイン（’１４） 2014
学部 総合科目 総合科目 安全・安心と地域マネジメント（’１４）（仮） 2014
R




学部 専門科目 社会と産業 地域・都市の防災（’１５） 2015 TV
TV









国 50 カ所の学習センターおよび全国 7 カ所のサテライトスペースにおいて年間およそ 3,000
クラスが開講されている。学部全科履修生の場合、卒業には 124 単位以上を取得することが必




























年度・学期 学習センター等 科目区分 科目名 担当講師名
1 2011-1 青森学習センター 専門科目：自然系 地震と津波の研究最前線 小菅　正裕（弘前大学大学院准教授）
2 2011-1 東京世田谷学習センター 専門科目：社会と産業 予防重視のリスクマネジメント 高田　一平（立教大学大学院兼任講師）
3 2011-1 東京世田谷学習センター 専門科目：社会と産業 広報と危機管理 小野　豊和（東海大学教授）
4 2011-1 東京多摩学習センター 専門科目：社会と産業 情報ネットワークと危機管理 遠藤　直樹(東芝ソリューション（株）技術統括部技監)
5 2011-1 東京多摩学習センター 専門科目：生活と福祉 生活リスク論 奈良　由美子（放送大学教授）
6 2011-1 静岡学習センター 専門科目：自然と環境 地震の科学 里村　幹夫（静岡大学教授）
7 2011-1 長野学習センター 専門科目：自然と環境 長野県の活断層と地震 塚原　弘昭（信州大学名誉教授）
8 2011-1 奈良学習センター 専門科目：生活と福祉 耐震・免震・制振技術入門 三山　剛史（帝塚山大学教授）
9 2011-1 姫路サテライトスペース 専門科目：自然と環境 岩石や断層の分類・成因と災害 田結庄　良昭（放送大学兵庫学習センター客員教授）
10 2011-1 福山サテライトスペース 専門科目：人間と文化 自然地理学から防災を考える 後藤　秀昭（広島大学大学院准教授）
11 2011-1 高知学習センター 専門科目：生活と福祉 生活リスク論 奈良　由美子（放送大学教授）
12 2011-1 高知学習センター 専門科目：自然と環境 南海地震はここまでわかった
岡村　眞（高知大学教授）
松岡　裕美（高知大学准教授）
13 2011-1 島根学習センター 専門科目：生活と福祉 山陰地域の地震を紐解く 西田　良平（放送大学鳥取学習センター所長）
14 2011-1 鳥取学習センター 専門科目：自然と環境 極端気象による土砂災害を考える 藤村　尚（鳥取大学名誉教授）
15 2011-1 福岡学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
16 2011-2 栃木学習センター 専門科目：自然と環境 日本の地震活動 伊東　明彦（宇都宮大学教授）
17 2011-2 埼玉学習センター 共通科目：自然系 首都圏の震害と減災 角田　史雄（埼玉大学名誉教授）
18 2011-2 東京世田谷学習センター 専門科目：社会と産業 広報と危機管理 小野　豊和（東海大学教授）
19 2011-2 東京足立学習センター 専門科目：社会と産業 広報と危機管理 小野　豊和（東海大学教授）
20 2011-2 東京多摩学習センター 専門科目：社会と産業 情報ネットワークと危機管理 遠藤　直樹(東芝ソリューション（株）技監)
21 2011-2 東京多摩学習センター 専門科目：心理と教育 子どもの安全教育と地域防犯・防災 宮田　美恵子（日本子どもの安全教育総合研究所理事長）
22 2011-2 長野学習センター 共通科目：自然系 フィールドで学ぶ山岳科学と防災 小坂　共栄（放送大学客員教授）
23 2011-2 福井学習センター 専門科目：自然と環境 福井地震と福井豪雨と福井平野 小嶋　啓介（福井大学大学院教授）
24 2011-2 奈良学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
25 2011-2 岡山学習センター 専門科目：自然と環境 南海地震は必ず発生する・・か 西田　良平（放送大学鳥取学習センター所長）
26 2011-2 鳥取学習センター 専門科目：生活と福祉 生活リスク論 奈良　由美子（放送大学教授）
27 2011-2 広島学習センター 専門科目：社会と産業 地震と建築構造学 荒木　秀夫（広島大学大学院准教授）
28 2011-2 徳島学習センター 専門科目：自然と環境 南海地震とその防災 村上　仁士（徳島大学名誉教授）
29 2011-2 愛媛学習センター 専門科目：心理と教育 災害心理と防災教育 松本　美紀（愛媛大学准教授）
30 2011-2 大分学習センター 専門科目：自然と環境 土砂災害と防災・減災 北村　良介（鹿児島大学大学院教授）
31 2011-2 宮崎学習センター 専門科目：自然と環境 災害の世紀 原田　隆典（宮崎大学教授）
32 2011-2 熊本学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
33 2012-1 青森学習センター 専門科目：社会と産業 原発問題と今後のエネルギー政策 宮永　崇史（弘前大学大学院教授）
34 2012-1 八戸サテライトスペース 専門科目：自然と環境 自然災害の科学２ 佐々木　幹夫（八戸工業大学大学院教授）
35 2012-1 宮城学習センター 専門科目：社会と産業 脱原発の本命は木炭エネルギー 高橋　礼二郎（放送大学客員教授）
36 2012-1 宮城学習センター 専門科目：自然と環境 地域のための地域エネルギー利用 新妻　弘明（東北大学大学院教授）
37 2012-1 秋田学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
38 2012-1 山形学習センター 専門科目：自然と環境 日本列島の地震 八木　浩司（山形大学教授）
39 2012-1 福島学習センター 専門科目：自然と環境 地震防災の科学 中村　晋（日本大学教授）
40 2012-1 福島学習センター 専門科目：社会と産業 原子力発電と地域社会 清水　修二（福島大学教授）
41 2012-1 いわきサテライトスペース 専門科目：自然と環境 原発事故と放射能汚染 北見　正伸（東日本国際大学教授）
42 2012-1 栃木学習センター 専門科目：社会と産業 我が家の耐震診断と耐震改修 入江　康隆（宇都宮大学准教授）
43 2012-1 埼玉学習センター 専門科目：社会と産業 予防重視のリスクマネジメント 高田　一平（立教大学大学院兼任講師）
44 2012-1 東京多摩学習センター 専門科目：社会と産業 情報ネットワークと危機管理 遠藤　直樹(東芝ソリューション（株）技監)
45 2012-1 東京渋谷学習センター 専門科目：社会と産業 予防重視のリスクマネジメント 高田　一平（立教大学大学院兼任講師）
46 2012-1 東京足立学習センター 共通科目：自然系 原子力の話 山本　和久（拓殖大学非常勤講師）
47 2012-1 新潟学習センター 専門科目：社会と産業 大震災後の日本経済と経済政策 芳賀　健一（新潟大学教授）
48 2012-1 石川学習センター 専門科目：社会と産業 東日本大震災と日本国憲法 石川　多加子（金沢大学准教授）
49 2012-1 山梨学習センター 専門科目：自然と環境 活断層と内陸地震 今泉　俊文（東北大学大学院教授）
50 2012-1 長野学習センター 専門科目：自然と環境 長野県の活断層と地震 塚原　弘昭（信州大学名誉教授）
51 2012-1 岐阜学習センター 専門科目：社会と産業 地盤災害と安全な暮らし 沢田 和秀（岐阜大学准教授）
52 2012-1 浜松サテライトスペース 専門科目：自然と環境 地震の科学 里村　幹夫（静岡大学教授）
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57 2012-1 徳島学習センター 専門科目：自然と環境 地震と減災 大角　恒雄（徳島大学教授）
58 2012-1 愛媛学習センター 専門科目：自然と環境 愛媛から見た自然災害論 高橋　治郎（愛媛大学教授）
59 2012-1 高知学習センター 総合科目 巨大地震と地域防災
大年　邦雄（高知大学教授）
原　忠（高知大学准教授）








61 2012-2 岩手学習センター 専門科目：自然と環境 自然災害地を読む 土井　宣夫（岩手大学教授）
62 2012-2 宮城学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
63 2012-2 宮城学習センター 専門科目：人間と文化 災害の倫理学 小林　睦（東北学院大学教授・放送大学客員教授）
64 2012-2 秋田学習センター 専門科目：自然と環境 津波とその災害 松冨　英夫（秋田大学大学院教授）
65 2012-2 福島学習センター 専門科目：社会と産業 原子力発電と地域社会 清水　修二（福島大学教授）
66 2012-2 福島学習センター 総合科目 東日本大震災とふくしまの復興 山川　充夫（福島大学教授）
67 2012-2 福島学習センター 専門科目：生活と福祉 若い人の心に宿る不安と苦しさ 香山　雪彦（福島学院大学教授）
68 2012-2 埼玉学習センター 共通科目：自然系 地震減災の四原則 角田　史雄（埼玉大学名誉教授）
69 2012-2 東京多摩学習センター 専門科目：社会と産業 情報ネットワークと危機管理 遠藤　直樹(東芝ソリューション（株）技監)
70 2012-2 神奈川学習センター 専門科目：自然と環境 自然災害と地質学 白井　正明（首都大学東京准教授）
71 2012-2 新潟学習センター 共通科目：社会系 くらしと災害 大川　秀雄（新潟大学教授）
72 2012-2 新潟学習センター 専門科目：自然と環境 自然の脅威と災害 丸井　英明（新潟大学教授）
73 2012-2 福井学習センター 専門科目：人間と文化 中世越前・若狭の自然災害史 外岡　慎一郎（敦賀短期大学教授）
74 2012-2 長野学習センター 共通科目：自然系 フィールドで学ぶ山岳科学と防災 小坂　共栄（放送大学客員教授）
75 2012-2 岐阜学習センター 専門科目：自然と環境 活断層と地震 小井土　由光（岐阜大学教授）
76 2012-2 滋賀学習センター 専門科目：自然と環境 滋賀県周辺の地震危険度 髙田　豊文（滋賀県立大学教授）
77 2012-2 福井学習センター 専門科目：自然と環境 福井の地震と活断層
山本　博文（福井大学教授・放送大学福井学習センター客員教
授）
78 2012-2 和歌山学習センター 専門科目：社会と産業 環境と防災を統合したまちづくり 中村　太和（元和歌山大学教授）
79 2012-2 奈良学習センター 共通科目：自然系 地震測地学 竹本　修三（京都大学名誉教授）
80 2012-2 兵庫学習センター 専門科目：自然と環境 日本列島のおいたちと災害・環境
田結庄　良昭（放送大学兵庫学習センター客員教授・神戸大学名
誉教授）
81 2012-2 鳥取学習センター 共通科目：自然系 地震災害に備える－被害と地盤－
野口　竜也（鳥取大学大学院助教）
西田　良平（放送大学鳥取学習センター所長）
82 2012-2 徳島学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
83 2012-2 大分学習センター 専門科目：社会と産業 エネルギーの展望と課題 阿部　博光（別府大学准教授）














86 2013-1 八戸サテライトスペース 専門科目：自然と環境 火事場を科学する 工藤　祐嗣（八戸工業大学大学院准教授）
87 2013-1 八戸サテライトスペース 専門科目：自然と環境 微生物やバイオマスによる除金属 鶴田　猛彦（八戸工業大学大学院教授）









89 2013-1 岩手学習センター 専門科目：自然と環境 住民と共に防ぐ土砂災害 井良沢　道也（岩手大学准教授）
90 2013-1 岩手学習センター 共通科目：自然系 放射能・放射線と私たちの暮らし 西崎　滋（岩手大学教授）  
47
年度・学期 学習センター等 科目区分 科目名 担当講師名
91 2013-1 いわきサテライトスペース 専門科目：社会と産業 原子力発電と地域社会 清水　修二（福島大学教授）
92 2013-1 宮城学習センター 専門科目：人間と文化 災害の倫理学 小林　睦（放送大学客員教授・東北学院大学教授）
93 2013-1 宮城学習センター 専門科目：自然と環境 地域のための地域エネルギー利用 新妻　弘明（東北大学名誉教授）









95 2013-1 福島学習センター 専門科目：社会と産業 原発事故と飯舘村の復興
千葉　悦子（福島大学教授）
松野　光伸（福島大学名誉教授）
96 2013-1 福島学習センター 専門科目：自然と環境 原発事故と放射能汚染 北見　正伸（東日本国際大学教授）
97 2013-1 埼玉学習センター 専門科目：社会と産業 予防重視のリスクマネジメント 高田　一平（立教大学大学院兼任講師）
98 2013-1 東京文京学習センター 専門科目：社会と産業 技術とつき合う 大来　雄二（金沢工業大学客員教授）




100 2013-1 東京渋谷学習センター 共通科目：自然系 地震・津波と防災 石川　有三｛(独)産業技術総合研究所招聘研究員｝
101 2013-1 神奈川学習センター 専門科目：自然と環境 災害と緑 藤原　一繪（放送大学客員教授・横浜国立大学名誉教授）
102 2013-1 神奈川学習センター 専門科目：社会と産業 予防重視のリスクマネジメント 高田　一平（立教大学大学院兼任講師）
103 2013-1 石川学習センター 専門科目：社会と産業 原発震災後の人権と民主主義 石川　多加子（金沢大学准教授）
104 2013-1 山梨学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
105 2013-1 長野学習センター 専門科目：自然と環境 長野県の活断層と地震 塚原　弘昭（信州大学名誉教授）
106 2013-1 静岡学習センター 専門科目：自然と環境 地震の科学 里村　幹夫（静岡大学教授）
107 2013-1 京都学習センター 専門科目：自然と環境 地球環境学のすすめ
瀬戸口　烈司（立命館アジア太平洋大学客員教授・京都大学名誉
教授）
108 2013-1 兵庫学習センター 専門科目：自然と環境 環境汚染と自然災害、火山噴火
田結庄　良昭（放送大学兵庫学習センター客員教授・神戸大学名
誉教授）
109 2013-1 和歌山学習センター 専門科目：自然と環境 和歌山県の地質と災害 此松　昌彦（和歌山大学教授・放送大学客員教授）
110 2013-1 鳥取学習センター 専門科目：自然と環境 構造物を破壊する強震動のしくみ 香川　敬生（鳥取大学大学院教授）
111 2013-1 島根学習センター 共通科目：自然系 山陰地方の風土と自然災害 西田　良平（鳥取大学名誉教授）
112 2013-1 宮崎学習センター 専門科目：心理と教育 災害と教育－教育の今後を考える 橋迫　和幸（宮崎大学名誉教授）
113 2013-1 岡山学習センター 専門科目：人間と文化 江戸時代の災害と記録 倉地　克直（岡山大学教授）
114 2013-1 岡山学習センター 専門科目：自然と環境 これからの自然災害をどうするか 西垣　誠（岡山大学教授）
115 2013-1 山口学習センター 総合科目 ボランタリズムとまちづくり
小谷　典子 （放送大学山口学習センター客員教員・山口大学名
誉教授）
116 2013-1 徳島学習センター 専門科目：自然と環境 災害時のための無線技術 上野　勝利（徳島大学大学院准教授）
117 2013-1 福岡学習センター 専門科目：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子（放送大学教授）
118 2013-1 大分学習センター 専門科目：生活と福祉 調理の理論と実践・災害時の対処 立松　洋子（別府大学教授）
119 2013-1 大分学習センター 専門科目：自然と環境 地盤工学から見た地圏環境 北村　良介（鹿児島大学教授）





















センター等名 開催日程 題　目 講師名 開催場所



























































2012年7月7日 東日本大震災の復旧・復興と地方自治 中村　祐司（栃木学習センター客員教授） 小山市中央公民館





































































東京渋谷SC 2012年9月12日 南関東における地震活動 本蔵　義守（東京工業大学特任教授）
目黒区総合庁舎２階
大会議室





2011年6月19日 東日本大震災～地震の発生機構と断層～ 有馬　眞（横浜国立大学教授） 神奈川学習センター







2011年11月20日 報道と危機管理　－東日本大震災と風評被害ー 楠根　重和（石川学習センター客員教授） 石川学習センター





















































































































2012年5月18日 「日本列島周辺の津波災害」①日本海の津波と被害 西田　良平（鳥取学習センター所長） 鳥取学習センター


















































2011年8月6日 環境とエネルギー 溝田　忠人(山口大学名誉教授) 下関市生涯学習プラザ
























2011年8月7日 四国の地震環境 高橋　治郎（愛媛大学教育学部教授） 愛媛学習センター
2012年5月6日 東日本大震災を振り返る 高橋　治郎（愛媛大学教育学部教授） 愛媛学習センター







2011年6月19日 放射線と私たちの生活 渡邉　啓一（佐賀大学農学部教授） アバンセ　第４研修室
2011年12月21日 東日本大震災後の日本と世界の経済状況 田尻　隆士（日本銀行佐賀事務所長） アバンセ　第４研修室






















































・発生日時 ：2011 年 3 月 11日（金）14 時 46 分 
・震源地  ：三陸沖（男鹿半島の東南東、約 130ｋｍ付近で深さは約 24ｋｍ） 
・地震規模 ：マグニチュード 9.0 
・各地の震度：震度 7  宮城県栗原市 
震度 6強 宮城県、福島県、茨城県、栃木県の 4 県 28市町村 
震度 5強 千葉市美浜区若葉（学園本部所在地） 
 
   （２）被害状況等 
 
① 学園本部（千葉学習センターを含む） 
        ア）人的被害 
            役員及び教職員の被害は特になかった。 
            安否確認方法については、役員及び職員（教員を除く）の当日の出勤者は点呼に
より実施し、休暇取得者及び出張者は電話やメール等によって確認を実施した。一
方、教員については、翌 3 月 12 日に電話やメール等により実施し、3 月 15 日に取
りまとめた。 
        イ）物的被害 













       ② 学習センター等（千葉学習センターを除く） 
        ア）人的被害 
            教職員の被害は特になかった。 
            安否確認方法については、事務局より学習センターに対し、電話又はメールにて
確認を実施した。 
        イ）物的被害 







      ③ 学生 
            放送大学は通信制大学であることから、学園本部において次に掲げる情報を集約
して安否確認を行った。 
            〈学園本部〉 
              ・研究指導責任者、担当教員からの安否確認 
              ・入金情報による確認（2011 年 3 月 16 日以降の授業料入金、入金延長の申し
出） 
              ・郵便物による確認（郵便物の到着・未着で確認） 
              ・学生本人からの連絡による確認（事務局への問い合わせ） 
              ・学費の入金者を対象に学費等の免除の通知を郵送による確認 
              ・学費未納者（休学者、未登録者）を対象にした往復はがきによる確認 
              ・卒業者、修了者を対象に学位記の受け渡しによる確認 
              ・単位認定試験及び連携協力校への確認 
              ・通信指導提出の有無による確認 
              ・通信指導提出のフォローコールによる確認 
              ・第２学期科目登録、単位認定試験受験による確認 
              ・事務局学生サポートセンター室からの電話による確認 
            〈学習センター等〉 
              ・面接授業の出席による確認 































2011 年 3 月 14 日に、東日本大震災への対応を迅速かつ的確に講じるため、放送
大学学園「東日本大震災」対策本部を設置し、同震災対策の基本方針等の決定等を














2011 年 3 月 16 日に被災地専用フリーダイヤル開設を決定し、学生サポートセン
ターにおいて、3 月 28日から 6月 10日まで各種相談を受けた。また、地震のため、
滅失した印刷教材がある学生に無償配布するとともに、東北・関東地区で入学料・
授業料の入金困難者に対して、入金期限延長（2011年 3月 31日→4月 28日）を行





市）では 2011 年 3月 14 日から 24日までの間計画停電となったが、自家発電機で対
応し、特段放送障害等は発生しなかった。また、政府からの節電要請を受け、再放







2011年 3 月 26 日に開催予定であった「2010（平成 22）年度放送大学学位記授与
式」及び卒業・修了祝賀パーティを中止した。なお、翌年 3月 24日に開催された学
位記授与式等に 2010 年度の卒業・修了生が出席できるようにした。 
 
⑦ 義援金・被災者受入れ関係 
被災地向けの義援金を 2011年 4 月 1日から 15 日に募集し、日本赤十字社に寄附
した。加えて、本学園関係者向けの義援金（通称「東日本大震災まなぴー募金」）
を 2011 年 4月 20日から 8月 31日まで募集し、被災学生や教職員向けに奨学金又は
















































































































































































































































































                             2013 年 3 月 11 日 
                        放送大学学園理事（総務担当）  

































































講演者・著者、兼編集者     （登場順） 
 放送大学・教授      御厨 貴 
 放送大学・岩手学習センター所長    齋藤 徳美 
 放送大学・教授      奈良 由美子 
 放送大学学園・理事     大西 珠枝 
 放送大学・修士全科生     森  信洋 
 放送大学・准教授     川原 靖弘 
 放送大学・教授      山岡 龍一 
 
編集局 
 放送大学学園・総務課・課長補佐    堀内 伸也 
 放送大学学園・総合戦略企画室・室長補佐   岡崎 義隆 
 放送大学学園・総合戦略企画室・国際連携係長  神  研二郎 
 放送大学学園・総合戦略企画室・国際連携係主任  中泉 章 
 放送大学学園・総合戦略企画室・国際連携係  白川ハルデイン 啓子 
 放送大学学園・総合戦略企画室・国際連携係  鶴岡 亜由美 
 
 
 
 
 
 
 
 まなぴーの由来： 
放送大学で学び、未来への夢を広げる鳩。 
「ピー」は鳥の鳴き声、平和のピース 
放送大学マスコット：まなぴー 
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